
〇研究会の発足以来、例年、のべ300～500名の学生が棚田での農作
業支援等に取り組み、高齢化が進む地域農家の負担を軽減。

〇大学の学園祭において、棚田保全の必要性をPRするとともに、令
和元年から、InstagramなどSNSによる情報発信の強化に取り組
み、イベント等への集客に貢献。

〇菊川市のNPO法人と連携した棚田保全活動を平成21年より開始。
棚田オーナー事業のインストラクターのほか棚田での各種イベン
トを支援。

〇大学でのイベントやSNSにおいて情報発信を行い、棚田保全や地
域農業の重要性などをPR。
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